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防
災
の
決
意
も
新
た
に
、

約
二
千
百
人
が
参
加
し
、

消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

申
年
に
ち
な
み
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
艮
雪
空
も
登
場
。

防
火
・
防
災
を
誓
い
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

火
災
発
生
件
数
か
百
土
ハ
件
と
、

こ
こ
三
十
年
間
で

最
も
少
な
か
っ
た
昨
年
以
上
に
、

「
災
害
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
一
月
十
二
日
　
乙
川
河
川
敷
）
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一
立春

市役所土曜閉庁日

東公園オリエンテーリング大会(8:30～)

建国記念の日

1992φ

聖バレンタインデー

学校文化賞授賞式(太陽の城、14:00～)

市婦人自主防災クラブ連協設立10周年記念大会(竜美丘会館、13:00)

まちづくりシンポジウム(商工会議所大ホール、13:00～)

市役所土曜閉庁日

第１回矢作川流域フォーラム(甲山会館、13:00～)

中学校卒業就職者激励会(母子寡婦福祉会館、14:00～)

行政講演会(市職員健保会館、13:00～)

■春はもうすぐ…２月４日、暦の上では立春を迎えま

す。そんな中、早々と春の訪れを感じさせてくれるの

が梅の花。南公園の梅林では、紅白のかわいらしい花

が、私たちの目を楽しませてくれます。春の陽気に誘

われて、みつばちたちもやってきました。約lBO本もの

梅の花、今が見ごろです。お早めにお出かけください。

・如月…２月は別名゛如月″といいます。これは暖か

い日がきたかと思うとまた厳しい寒さがやってきて、

脱いだ着物をもう一度着るようになるという意味の。

　「衣更着」からきた言葉だそうです。太陽の光は日増

しに強くなるのに、気温はなかなかあがりません。２

月はそんな季節の変わり目。体調を壊さないでくださ

いね。

■鬼まつり…２月８日出の夜、滝山寺で鬼まつりが行

われます。県の無形文化財にも指定されているこのお

まつりは、鎌倉時代から大切に受け継がれてきました。

五穀豊穣の祈りを込めて、鬼の面をつけた人や激しく

燃えるたいまつを手にした白装束の人たちが、本堂と

廊下を動き回る有り様は、迫力に満ちています。

家康公生誕450年祭事業基本計画……３～５

まちの話題………………………………６～７

まちの特派員だより…………………………Ｂ

家康寸話………………………………………９

よもやま日記…………………………………９

市民のJ

「声」「人」「温故知新」など

お知らせ…………………………………12～IB

みんなでつくる快適環境……………………19

パブリックチャンネルの

ビデオテープ貸し出しのお知らせ…………20

市政だより｢おかざき｣は再生紙を使用しています。
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主催家康公生誕4 5 0年祭実行委員会

岡崎市・岡崎商工会議所・岡崎市六ツ美商工会

　本市は英傑徳川家康公の生誕地。また家康公を支えた

三河武士の発祥地であります。

　家康公は天文11年（1542年）1 E?月26日岡崎城に誕生。

６歳で織田信秀（信長の父）、８歳で今川義元の人質とな

り、永禄３年（1560年）19歳の時、今川義元の戦死（桶

狭間の合戦）を契機に自立しました。

　以来、岡崎城を根拠地に天下統一という偉業への基礎

を固め、江戸三百年の泰平を築き、元和２年（161B年）

４月17日駿府城で75年の生涯を終えました。

　本年は、家康公生誕450年にあたり、「郷土の英傑・

家康公とともに伝統と歴史の重みのある450年（昔）を振

り返り、この伝統と歴史をもとに現代に生きる人間家康

と岡崎像（今日）を見つめ、これをベースに岡崎の輝か

しい21世紀へ向かっての夢（未来）につなげていく」た

めに、記念事業を展開します。市民のみなさまのご参加

とご協力をお願い申し上げます。

＠

岡崎市観光課・岡崎市観光協会

　　登23-621 Ｂ・621 ７
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4
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年
祭
事
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包

春
ま
つ
り

花
の
岡
崎
お
城
ま
つ
り

３
月
Ｃ
Ｎ
Ｉ
日
南
～
４
月
1
2
日
蕎

　
〈
岡
崎
公
園
〉

●
音
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　
夜
桜
照
明
開
始
6
0
周
年
記
念

　
天
守
閣
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
忍
者
シ
ョ
ー

　
〈
岡
崎
公
圃
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
会
場
〉

●
将
軍
シ
ア
タ
ー
ラ
ン
ド

　
岡
崎
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
作
品
上
映

　
家
康
公
に
ち
な
ん
だ
映
像
作
品
上
映

●
グ
ル
メ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
記
念
グ
ッ
ズ
、
観
光
と
物
産
展
、
即
売

●
家
康
杯
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

●
レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

　
将
軍
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ

●
ち
び
っ
こ
広
場

　
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド

　
〈
岡
崎
城
〉

●
ビ
ジ
オ
ラ
マ

　
　
「
城
下
町
岡
崎
」
新
設

　
〈
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
〉

　
特
別
展
「
家
康
の
画
像
と
遺
品
」
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康
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三
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時
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．
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６
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Ｉ
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狂
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岡
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〉
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夏
ま
つ
り

第
１
回
全
国
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ン
ク
ー
ル
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岡
崎
五
万
石
」
大
会

７
月
1
2
日
Ｒ
（
予
選
‥
‥
日
）
〈
市
民
会
館
ホ
ー
ル
〉

観
光
夏
ま
つ
り

●
五
万
石
お
ど
り

●
五
万
石
み
こ
し

●
花
火
大
会

●
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
乙
川
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

秋
ま
つ
り

秋
の
市
民
ま
つ
り

家
康
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
開
館

十
周
年
記
念
展
（
本
多
家
の
名
宝
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ベ
ン
ト
〈
中
央
総
合
公
園
武
道

家
康
公
生
誕
4
5
0
年
記
念
式
典

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ペ
ン
ト

1
2
月
2
6
日
出
。
〈
中
央
総
合
公
園
〉

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

家
康
公
の
似
顔
絵
・
習
字
作
品
募
集

　
（
小
中
学
生
）

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
・
音
頭
制
作

ロ
ゴ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
記
念
グ
ッ
ズ
制
作

　
●

記
念
事
業

　
家
康
公
生
誕
四
五
〇
年
祭
が
一
過
性
の

事
業
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
広
く
浄
財
を
募

っ
て
後
世
に
伝
え
る
事
業
の
展
開
を
は
か

る
よ
家
康
公
銅
像
と
徳
川
四
天
王
の
レ
リ

ー
フ
を
組
み
介
わ
ぜ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
）

家康公生誕450年祭事業基本計画

岡
崎
城
展
示
替
え

休
館
の
お
知
ら
せ

　
２
‥
月
1
4
日
吻
か
ら

３
月
2
4
日
㈹
ま
で
、

展
示
替
え
に
よ
り
休

館
し
ま
す
。
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事　業　名 期日 開催場所 内　　容

春
ま
つ
り
３／

25
Ｓ

４
／

19

花の岡崎お城まつり

田公園グラウンド特設会場

(2岡崎城展示替オープン

(31三河武士のやかた家康館

　特別企画展

３月25日南

～４月12日８

開門･３月Zb日

３月25日巾

～４月23日串

岡崎公園一帯

田将軍シアターランド

　　(多目的ステージ)

　ゆかりのまち等屋台村

　子ども広場、その他

･21展示内容一新

　ビジオラマ｢城下町岡崎｣

　新設

13)家康の画像と遺品展

家康行列

徳川三百年時代絵巻列

親善ゆかりのまち列

４月５日日 市内主要路
(石器ｺ)

（家康行列）元康列を加える

（三百年列）歴代将軍列・松

平八代列・岡崎城主列等

　（ゆかり列)石垣市･福山市･

臼田町・茅ヶ崎市・関ヶ原町

家康公377回忌記念講演会 ４月16日湘 未定 (法要は大樹寺)

家康公377年祭記念能･狂言 ４月n日白

及びl9日1H)

二の丸能楽堂 (大mは月17日龍城神社)

交通安全一小中学生鼓笛

ブラスバンドパレード

６月または秋 市内主要路 小学生約2,000人

中学生約300人

ｉ

つ
りニ

12

8祐

第１回全国コンクール

民謡「岡崎五万石」大会

７月i2目剛 市民会館ホール ７月日日予選会

観光夏まつり

　五万石おどり

　五万石みこし

　花火大会

　サマーフェスティバル

　乙川ライトアップ

７月3D日印

７月31目咆

８月｜日出

８月上旬

７月3D日

　～８月｢６日

市内主要路

市内主要路

菅生･矢作川

菅生川に㈲畔

菅生川(乙im

新作音頭

仕掛花火「家康の一生」

秋
ま
つ
り

目
/

IS

12
/

26

秋の市民まつり 丿月I 日IB)

～日月３日面

乙川河川敷

家康シンポジウム 丿月上旬 武道館

三河武士のやかた家康館

　開館＼o周年記念展

丿月３日㈹

～12月２日湘

岡崎公園 常設展示内容一新

特別企画展「本多家の名宝」

N H Kイベント ＼Z月中旬 武道館

家康公生誕450年記念式典

　ファイナルイベント

I2月26日由 中央総合公園

ｌ 後世に残すモニュメント等

の設置

民間よりの記念募金

注：詳しい内容については、順次お知らせします。

＠



　　総合体育館完工式

●　中央総介公園では.lU民球場に続く二つ口のスポーツ施設として「岡

崎市総介体介館」が完成し、12月15日、市民の皆さんへの披琳も介わ

せた完工式を開mしました。この体育館は、体育館棟・武道館棟・錬

成道場棟・エントランス棟の4fi|;を一体化した近代的な建物で、ピラ

ミッド型の二つの川眼をもつ外観が特徴です。この日、体介館ではバ

スケットボール日本リーグの試合。武道館ではr. J道の競技などが行

われ約5000人の巾民でにぎわいました。

きのこ培養施設が完工

ａ業での先端技術の導人をU指した0業バイオセンター

の第一番目の施設として、県下有数のしいたけ産地であ

る本市に「岡崎市きのこ培養施設」が完成しました。き

のこ類の産地化、ブランド化などを図るために建設した

もので、菌床培地にしいたけ、やなぎまつたけ、ひらた

けなどの種菌を接種して各農家に出荷します。引き続き

　「いちご青菌施設」の姓設を進めており、将来は、研究

施設、展示叩売施設なども計画しています。

市政だよりφおかざき1992.2.1 c

石のモニュメントを設置

J R岡崎駅に自山通路と橋上駅ができ、駅西側も整

備されたことを記念して、デザインを市民から募集

して、J R岡(崎駅西広場に石のモニュメント「大地

と空間」を設;Uし、12JJ2'1 H に除幕式を行いました。

高さ1.5にの台座のh(こ立つモニュメントは､高さ

7.3 に、幅GAにのみかげ石製です。石柱を結ぷリン

グは太陽を表し、令体は発展する岡崎市の姿を表現

しています。



新春乙川マラソン大会

３口、乙川河川敷では、お正月恒例の乙川マラソン大会

が開佻されました。自山参加の1 . 5 ≒、O ふと中学'l-

3゛。の３つのコースに約600人が､今年の走り始めを楽し

みました。参加者は、3 歳の幼児から70歳代のおじいさ

んまでと岫広く、それぞれマイペースで新作の川辺を走

りました。

＠

武道館で新年交礼会

市と商工会議所が主催する「平成４年新年交礼

会」が、中央総合公園内の武道館で、１日、開

佻されました。中根市長や小原会議所会頭など

が年頭の言襲を述べ、市民合唱団とともに令八

で市歌を斉唱し、平成４年のスタートを祝いま

した。今年の元日は、晴天に恵まれ、参加者は

約3300人にも達しました。
｜

ぶ

　　　　　　　　　こ　ま世界と日本の独楽展

おかざき匪界子ども美術[I?物館では、国内やIll:

界のこま約lOOO点を集めた企画展を開樅しまし

た。li^示だけでなく、こま回しの実演や人場嗇

自らがこまを回すことのできるコーナーもあ

●

り、初めてこまを同す子供たちや、片を思い出

してこまを川すお父さんなど、税子で楽しむ光

景も見受けられました。

新成人約4100人が集う

今年の成人式は、中央総合公園の武逝館で開催しまし

た。式典は、消防音楽隊のファンファーレで幕があき、

新成人代表による希望の火に点火した後、中限i長な

どからのお祝い言葉を受け、最後に代表が誓いの言柴

を述べました。 、l/内の新成人約5600 人のうち、約4100

人ものかたが参加し、玄関ロビーでは同級生との何年

ぶりかの再会に会話がはずんでいるグループや楽しく

記念ぴ真をぴしているグループなど若さと華やいだ雰

咽気でにぎわっていました。



地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
今
年
が
十
七
年
に
一
度
の
御
開
帳
の
年
に
当
た
る
岩
谷
観
音
と
、

手
作
り
絵
本
「
親
か
ら
子
に
伝
え
る
風
土
記
」
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

御
開
帳
間
近
「
岩
谷
観
音
」

　
　
「
こ
こ
の
お
う
ち
は
、
め
で
た
い

お
う
ち
、
エ
ー
コ
ー
サ
ン
サ
ー
」
。

　
心
‐
頭
に
八
‐
わ
せ
、
化
祉
俵
を
栗
せ

た
お
ね
り
車
が
、
…
ｈ
中
町
を
児
頭
に

隣
接
六
町
村
（
川
‐
、
板
川
、
人
片

野
、
蔵
次
、
須
淵
。
中
伊
川
）
の
男

衆
に
よ
っ
て
の
壮
に
練
り
歩
か
れ
ま

す
。

　
当
地
、
…
石
谷
観
大
‐
は
、
奈
良
叶
代

　
【
四
暦
卜
】
ａ
ｏ
年
ご
ろ
）
タ
‥
僧
行
雌

菩
薩
が
聖
ケ
峰
の
…
‐
谷
を
訪
れ
、
こ

の
地
を
聖
者
の
お
住
み
に
な
る
地
と

儒
じ
、
観
此
‐
像
（
聖
観
此
ｔ
‐
菩
薩
）

を
彫
り
Ｌ
げ
、
岩
谷
の
中
に
安
沢
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
ト
じ
年
に

一
度
、
こ
の
御
厨
子
の
一
脈
が
開
か
れ

観
音
像
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
仰
開
帳

の
年
に
当
た
り
、
三
月
ニ
ト
八
‐
に

は
碓
兇
行
列
、
ニ
ト
九
‐
に
は
奉
納

行
列
が
行
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、

た
だ
今
、
…
Ｇ
中
町
の
脳
賛
会
で
碓
児

行
列
に
参
列
さ
れ
る
か
た
の
受
け
付

け
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
…
Ｇ
谷
観
皿
‐
の
奥
の
院
に
は
、
び
ょ

う
ぷ
…
只
説
法
…
‐
（
た
た
み
岩
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
く
ぐ
り
…
‐
を
抜
け

山
川
に
登
る
と
巾
内
が
一
剖
で
き
、

人
気
が
良
け
れ
ば
遠
く
南
ア
ル
プ
ス

連
峰
の
素
哨
ら
し
い
景
観
に
出
会
え

ま
す
。
奥
の
院
へ
の
参
道
は
二
通
り

あ
り
ま
す
。
体
力
に
自
信
の
あ
る
か

た
は
衣
参
道
を
、
>

'
供
や
年
配
の
か

た
は
観
｡
≫
･
日
堂
ド
か
ら
の
緩
や
か
な
裏

参
道
を
、
そ
れ
ぞ
れ
登
ら
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
一
唆
足
を

運
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

親
か
ら
子
に
伝
え
る
風
土
記

碩
海
ブ
ロ
ッ
ク
ｙ
ｔ
ｉ
江
克
子
さ
ん
（
奄
美
南
３
丁
目
）

　
皆
さ
ん
は
ご
両
親
の
幼
い
こ
ろ

や
ふ
る
さ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

新
興
住
宅
地
に
あ
る
屯
美
’
匯
小
学
校

で
は
、
父
け
の
出
身
地
が
令
国
に
ま

た
が
っ
て
い
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中

心
と
な
っ
て
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
仝
」

を
も
ち
ま
し
た
。
け
酸
っ
ぱ
く
懐
か

し
い
記
憶
、
親
た
ち
の
た
ど
っ
て
き

た
道
、
政
収
な
体
験
は
そ
れ
そ
の
も

の
が
昭
和
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
語
り
継
ぎ
た
い
と
の

思
い
が
つ
の
り
「
親
か
ら
ｆ
に
伝
え

る
風
Ｌ
記
」
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
程
Ｌ
ト
ニ
編
が
ま
と
ま

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
絵
画
ク
ラ
ブ
の
個
性
豊

か
な
さ
し
絵
も
で
き
、
二
ｕ
早
々
発

川
の
ｒ
定
で
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
十
－
に
う
ず
も
れ
存
を
時
つ
Ｉ
国
な

ら
で
は
の
数
々
の
思
い
出
。
母
の
、

郷
Ｌ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
味
の
話
。
令

川
跨
地
の
め
ず
ら
し
い
祭
り
。
ト
円

ｋ
を
搬
り
し
め
、
町
の
紙
芝
川
に
胸

を
然
く
し
た
少
年
時
代
。
伊
勢
湾
台

凪
で
死
に
直
面
、
晩
秋
ま
で
水
が
引

か
な
か
っ
た
記
憶
。
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ

シ
マ
」
を
語
り
継
ぐ
肢
爆
体
験
な
ど
。

　
什
、
野
う
さ
ぎ
が
は
ね
、
ぽ
ん
つ

く
（
魚
仙
り
）
や
探
検
ご
っ
こ
な
ど

を
し
て
遊
ん
だ
竜
美
丘
は
、
近
代
的

な
町
並
み
と
し
て
変
ぽ
う
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
地
が
ふ
る
さ
と
と

な
る
子
供
た
ち
の
た
め
、
魅
功
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
‐
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
風
土
記
は
先
生
と
父
け
の
手

作
り
の
絵
本
で
あ
り
、
き
っ
と
我
が

Ｏ
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吐
Ｗ
激
動
の
昨
今
、
家
康
の
人
間

形
成
は
欧
米
人
か
ら
も
関
心
が
鳥
い

と
闘
く
。
そ
こ
で
彼
の
幼
少
川
の
人

間
育
成
の
片
鱗
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　
人
間
は
先
天
的
な
素
囚
（
遺
伝
）

と
後
天
的
な
素
囚
（
環
境
・
教
介
）

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

　
竹
千
代
（
家
康
）
は
三
歳
で
ほ
に

生
別
、
六
歳
よ
り
八
歳
ま
で
熱
田
幽

居
、
八
歳
よ
り
十
九
歳
ま
で
、
駿
府

　
（
静
岡
）
で
今
川
氏
に
よ
る
酷
薄
な

人
質
生
活
を
過
ご
し
た
が
、
聡
明
・

勇
武
な
祖
父
松
平
ヒ
代
清
康
の
隔
世

遺
伝
に
加
え
、
良
き
師
友
に
支
え
ら

れ
て
介
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
１
４
一
ｉ
－
ｉ
　
か
″

　
ま
ず
、
慈
母
於
大
の
方
は
知
多
郡

阿
久
比
城
主
久
松
悛
勝
に
再
婚
し
て

い
た
が
、
竹
千
代
の
逞
し
い
成
長
を

願
い
、
城
下
の
洞
雲
寺
に
‐
参
し
、
ア

ミ
ダ
経
一
巻
を
血
書
（
む
腎
い
い
駄
）

し
て
納
経
し
た
り
、
四
季
折
々
に
衣

服
・
菓
子
や
励
ま
し
の
手
紙
（
八
に
）

を
送
り
、
寂
し
い
竹
千
代
の
心
を
大

き
く
支
え
た
．
ま
た
、
三
歳
よ
り
一
二

年
間
、
け
な
き
竹
１
代
を
養
介
し
た

i
ｚ
;
ｃ
^
ｃ
　
'
*
　
Ｖ
　
*
.
　
:
:
　
ｏ
　
■
.

.
';
^
　
.
'
■
'
Ｖ
.^

.
･･

大
叔
叫
随
念
院
於
久
の
方
の
残
さ
れ

た
短
歌
「
母
な
き
と
思
へ
ば
悲
し
母

と
思
い
、
辰
ふ
を
兄
れ
ば
心
た
の
し

む
」
の
Ｉ
ａ
に
、

が
窺
わ
れ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
様
子

●
の
規
は
ヽ
㈹
の
大
河
内
源
一
乙
郎
を
伴

。
－
　
Ｔ
－
じ
ぷ
’
．
－
．
．
．
―
ぶ
．
‘
帽
・
‥
’
ｊ

い
、
駿
府
（
静
岡
）
に
唯
賞
を
俳
え
、

八
歳
か
ら
し
年
間
に
わ
た
り
身
の
回

り
や
躾
・
ｋ
‥
を
教
え
、
本
宿
町
の
法

　
　
　
　
≒
、
．
・
』
Ｉ
お
『
Ｉ
‘
・
Ｉ
に
ん

職
寺
化
職
救
翁
ト
入
は
、
幼
き
竹
千

代
を
書
道
を
通
し
て
訓
育
し
た
と
い

わ
れ
る
．
さ
ら
に
、
束
海
一
の
軍
師
・

禅
僧
と
い
わ
れ
た
駿
府
臨
済
寺
住
持

た
い
ば
ん
・
１
　
■
ｒ
　
■
■
･
;

ｔ
'
　
ｒ
-
*
”
　
.
'

大
原
崇
孚
（
雪
斎
）
は
、
竹
千
代
の

索
質
を
兄
抜
き
、
心
を
込
め
て
教
導

し
、
そ
の
知
性
を
磨
き
鍛
え
あ
げ
た
．

　
家
康
の
幼
少
期
は
ま
こ
と
に
忍
従

と
試
練
の
厳
し
い
人
質
生
活
で
あ
っ

た
が
、
「
良
師
・
良
友
・
良
書
」
と
い

っ
た
教
育
環
境
の
天
運
に
忠
ま
れ
て

形
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
岡
崎
市
史
編
さ
ん
事
務
局
　
岩
月
栄
治

一
方
、
机
母
の
於
富
　
　
ト
慈
母
於
大
の
方
供
養
塔
（
中
町
・
大
泉
寺
）
と
筆
者

○

｜

　
　
　
　
　
　
　
た
い
こ
う
き
　
　
こ
ろ
く
　
　
　
え
け
い

統
・
Ｗ
ハ
説
太
閤
記
（
小
六
Ａ
Ｊ
恵
瓊
）

市
長
々
根
狐
火

　
欠
作
橋
西
詰
め
に
「
出
会
之
像
」
が

お
目
見
え
し
て
か
ら
早
く
も
二
年
余

り
に
な
る
。
後
藤
真
利
さ
ん
か
ら
寄

付
の
申
し
出
が
あ
り
。
岡
崎
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
日
吉
丸
石
像
を
検
討
し

た
時
、
彼
の
相
手
役
に
安
国
寺
恵
瓊

と
い
う
案
も
あ
っ
た
が
、
７
　
供
に
も

知
ら
れ
て
い
る
蜂
須
貧
小
六
に
し
た
。

　
と
い
う
の
は
、
元
タ
‥
占
屋
市
災
・

故
塚
本
三
氏
の
「
異
説
太
閤
記
」
に

よ
る
と
、
‐
吉
丸
が
矢
作
橋
で
出
会

っ
た
の
は
忠
瓊
だ
と
い
う
。
こ
の
話

を
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
市
政

噸
問
の
浅
井
叫
一
氏
で
あ
る
が
、
「
こ

れ
が
塚
本
氏
の
創
作
な
の
か
、
史
実

を
述
べ
た
も
の
か
は
、
今
と
な
っ
て

は
確
か
め
よ
う
が
な
い
が
、
話
の
つ

じ
つ
ま
は
恵
瓊
の
ほ
う
が
合
う
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
親
善
都
市

の
福
山
市
を
訪
れ
「
輛
幕
府
」
と
い

う
小
胆
７
　
を
入
手
し
た
ｎ
歴
史
は
勝

っ
た
側
か
ら
響
か
れ
る
た
め
、
そ
の

存
在
さ
え
抹
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
戦

国

時
代
、
信
長
に
追
わ
れ
た
足
利
義

昭
が
こ
の
地
に
逃
れ
、
ト
年
余
り
開

い
た
幕
府
で
あ
る
。
こ
の
義
昭
を
、

福
山
の
納
に
招
請
し
た
の
が
こ
の
地

を
治
め
て
い
た
毛
利
氏
の
軍
師
忠
瓊

で
あ
る
。
榊
侶
・
武
将
・
外
交
官
・

大
々
ｎ
の
四
つ
の
顔
を
持
つ
怪
物
で
、

鋭
い
観
察
眼
、
高
い
兄
識
を
持
ち
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
頭
脳
で

物
事
の
木
質
を
兄
抜
き
将
米
を
予
見

で
き
る
人
物
だ
っ
た
と
あ
る
。

　
　
本
書
に
よ
る
と
、
口
吉
丸
が
京
五

条
大
橋
の
快
を
通
り
か
か
る
と
、
一

人
の
易
者
（
忠
瓊
）
が
「
お
前
に
は

異
相
が
あ
る
」
と
呼
び
止
め
、
詳
し

く
見
る
と
、
や
は
り
こ
の
猿
而
の
小

一
Ｉ
Ｉ
φ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
ｔ
Ｉ
ｊ

１
‘
ｙ
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
“
１
・

　
童
が
天
ド
を
取
る
と
出
た
。
「
俺
の
八

卦
兄
も
こ
れ
ま
で
」
と
笛
竹
を
．

折

袈
裟
を
彼
に
与
え
て
別
れ
た
。
お
よ

そ
三
十
年
後
、
備
中
高
松
城
水
攻
め

の
陣
で
恵
瓊
に
会
っ
た
秀
占
は
袈
裟

を
示
し
た
。
忠
瓊
は
「
お
お
、
あ
の

時
の
：
：
」
と
驚
嘆
「
や
は
り
見
立
て

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
攻
‥
ん

で
、
条
件
付
和
睦
に
応
じ
た
と
い
う
。

　
京
五
条
、
異
説
で
は
矢
作
川
と
し

た
場
所
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
‐

吉
丸
と
恵
瓊
が
出
会
っ
た
の
は
ま
っ

た
く
の
創
作
話
で
は
な
い
よ
う
だ
。

＠



一

一

声
佐
野
登
江
さ
ん

（
5
0
歳
・
野
畑
町
）

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

市
民
病
院
は
　
　
　
　
　
中
央
総
合
公
園
付
近
へ
の

ど
こ
へ
　
　
　
　
　
　
　
移
転
準
備
を

移
転
さ
れ
る
の
で
す
か
。
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
病
院
を
移
転
す
る
計
画
が
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
こ
へ
移
す
の

か
、
ま
た
そ
の
進
捗
状
況
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
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巾
道
大
平
川
目
線
を
挟
ん
で
中
央

総
合
公
園
の
叫
側
丘
陵
地
（
洞
、
鳥

隆
寺
町
地
内
）
に
、
約
四
万
坪
の
敷

地
を
確
保
し
、
う
ち
約
二
万
坪
（
残

り
の
ず
分
は
緑
地
と
し
て
保
全
）
を

造
成
し
て
、
新
築
移
転
す
る
計
画
で

す
。
現
在
は
地
元
関
係
噺
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
川
地
買

収
に
収
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
規
膜

な
事
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま

だ
年
月
を
要
し
ま
す
が
、
川
地
収
得

が
済
み
し
だ
い
、
交
通
体
系
の
整
陥

も
あ
わ
せ
て
建
設
計
画
を
逃
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
敷
地
に
、
医
僚

セ
ン
タ
ー
的
な
研
究
施
設
な
ど
の
併

設
も
検
討
し
、
三
十
。
万
市
民
の
健

康
を
安
心
し
て
託
せ
る
病
院
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
立
岡
崎
病
院
庶
務
課
　
河
合
課
長
補
佐

‘
蒼
ｊ
ｆ
ｔ

庭
防
火
と
家
庭
救
急
を
目
指
し

年
で
設
立
十
周
年
。

婦
人
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
岡
崎
巾
婦
人
白
‥
主
防
災
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
が
、
昭
和
几
ト
ヒ
年
に
設

‥
μ
‥
さ
れ
て
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
幅
広
く
、
地
道
な
防
災
活
動

を
通
し
て
、
巾
民
の
安
令
と
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ト
六
‐
の
記
念
大
会
を
前
に
、

天
野
会
長
に
お
活
を
伺
い
ま
し
た
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
。

　
　
「
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
、
防
災
意
識
を
高
め
よ

う
と
、
家
庭
の
防
火
責
任
者
で
あ
る

ヽ
．
ｈ
婦
を
中
心
に
、
地
域
で
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
皿
ク
ラ
ブ

だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
三
ト
ク
ラ
ブ
、

六
吋
丘
人
の
ク
ラ
ブ
員
で
俳
成
さ
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
」

共
体
的
な
活
動
は
。

　
　
「
ク
ラ
ブ
‥
只
が
各
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
地
域
住
民
を
集
め

て
、
講
習
会
や
防
災
訓
練
、
救
急
法

の
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
れ
婦
を

対
象
に
し
た
人
Ｌ
呼
吸
法
の
実
習
な

ど
は
、
消
防
の
職
員
が
行
っ
て
い
た

の
に
比
べ
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う

,4

く
実
施
し
て
い
ま
す
。
既
に
七
百
六

ト
八
人
が
受
講
し
、
資
格
を
得
て
い

ま
す
」

今
後
の
活
動
は
。

　
　
「
今
後
も
家
庭
防
火
、
家
庭
救
急

を
二
本
の
柱
に
、
積
極
的
な
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
活
動
は
地
味
で

す
が
、
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
主

婦
の
防
災
意
識
を
鳥
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
で
の
不
注
心
か
ら
起
こ
る
火
災

を
な
く
そ
う
と
思
い
ま
す
」

最
後
に
、
主
婦
に
一
Ｉ
。

　
　
「
自
分
の
于
で
。
家
や
家
族
は
守

ろ
う
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
何
皮
も
防
災
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
が
人
切
で
す
。
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
か
ら
」

ffi羅恥^^':ぷyJ
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温

緑
丘
地
域
の
変
ぼ
う

●　･

ふ
る
き
を
た
す
ね
て
…

　
　
故
　
知

区
画
整
理
に
よ
っ
て
、
誕
生
し
た
新
し
い
街
「
緑
丘
」
。

環
境
の
良
い
住
宅
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
2
0
年
前
は
山
林
と
農
地
を
中
心
と
し
た
山
間
の
田
園
地
帯
で
し
た
。

,．
t.ここ:c?。･

彗

iノ

i,r-パＶ

　／

χ・

Ｓ
／
ｌ
！
ｆjK

卜
い
Ｖ

　
Ｉ
Ｉ
　
　
ｔ
Ｉ

ｔ
‐
今
語
る
神
尾
一
丸
正
ト
さ
ん

　
　
　
≪
5
i
；
7
3
歳
・
緑
１
３
ｒ
‐
）

　
「
山
杵
く
谷
は
湿
地
な
り
。
卜
人

に
慈
雨
少
き
忖
肌
に
馬
頭
観
*
*
‐
堂
あ

り
。
里
人
の
信
仰
厚
く
人
こ
の
唯
を

馬
頭
と
言
う
」
こ
れ
は
、
岡
崎
緑
’
ｋ

土
地
区
画
整
理
の
完
成
記
念
塔
に
刻

ま
れ
て
い
る
沿
革
の
一
節
で
す
。
か

つ
て
、
こ
の
地
域
に
は
、
力
石
山
と

い
う
な
だ
ら
か
な
山
と
湿
田
が
あ
り

ま
し
た
。
山
で
は
、
材
木
に
す
る
程

の
木
は
採
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
盆

栽
に
辿
し
た
松
な
ど
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
我
が
家
の
庭
に
も
残
っ
て
い
ま

す
。
１
　
や
川
が
少
な
い
か
わ
り
に
、

湧
き
水
の
出
る
場
所
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
り
、
そ
の
湧
き
水
が
水
川
を
潤
し

て
い
ま
し
た
。
過
っ
て
、
そ
こ
へ
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
ず
ぼ
っ
と
沈
ん

で
し
ま
い
、
竹
ま
で
つ
か
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
た
。

新

C
Ｏ

ｏ
ｏ

　
昭
和
四
ト
年
代
に
入
り
、
道
路

（
岡
崎
衣
浦
線
）
住
設
の
計
画
を
切
っ

掛
け
に
、
上
地
区
両
整
理
の
活
か
も

ち
あ
が
り
ま
し
た
。
区
域
内
に
土
地

を
所
有
し
て
い
た
関
係
で
、
準
備
委

員
会
の
役
員
に
選
ば
汪
、
以
後
区
画

幣
理
と
の
長
い
付
き
介
い
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
で
こ
そ
、
い
い
時
期
に

区
叫
幣
理
を
始
め
た
と
．
Ｊ
‥
わ
れ
る
も

の
の
、
当
時
は
役
八
で
さ
え
、
先
ゆ
き

不
安
で
あ
り
、
二
百
人
を
超
え
る
関

係
者
の
同
意
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
、

人
変
な
こ
と
で
し
た
。
皮
迦
く
ま
で
、

説
明
会
を
開
い
た
り
、
役
員
は
罵
声

を
浴
び
せ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

昭
和
四
ト
八
年
に
組
合
が
認
可
さ
れ
、

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
区
域
内
に

火
の
穴
古
墳
が
発
掘
さ
れ
、
組
合
で

費
川
を
出
し
て
、
緑
丘
小
学
校
へ
移

築
復
元
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
区
画
整
理
の
巾
で
、
特
筆
す
べ

き
も
の
に
馬
頭
緑
道
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
は
、
幹
線
排
水
路
で
す
が
、

住
宅
街
に
む
き
出
し
の
水
路
が
通
る

の
は
好
ま
し
く
な
い
と
、
研
究
を
重
ね
、

水
路
を
地
下
に
埋
め
て
、
地
上
は
緑

多
き
縁
道
に
し
ま
し
た
。
多
額
の
咄

川
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
都
市
の
澗

い
や
泌
観
が
収
要
に
な
っ
て
き
た
今

‐
で
は
、
意
義
あ
る
先
駆
的
な
事
業

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
才
。
事
業
が
進
み
、

住
宅
が
建
ち
始
め
、
商
店
な
ど
も
増

え
、
だ
ん
だ
ん
街
ら
し
く
な
り
、
昭

和
六
ト
ー
年
に
は
待
望
の
竜
南
中
学

校
も
開
校
し
、
昭
和
六
ト
ー
。
一
年
に
事

業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
郵
便
局
や
病
院
も
で
き
、

バ
ス
も
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
街
路
樹
も
上
地
に
な
じ

み
、
文
字
通
り
「
緑
庄
」
ヒ
。
。
一
‥
う
に
ふ

さ
わ
し
い
、
街
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
の
山
林
や
川
園
の
風
ぽ

を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
雌
し
く
な
り
、

区
叫
整
理
の
苫
労
も
田
日
話
に
な
・
つ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
街
の
誕
生
に
努

力
さ
れ
た
多
く
の
か
た
の
た
め
に
も
、

緑
丘
が
将
来
に
渡
っ
て
も
、
住
み
よ

い
素
哨
ら
し
い
ま
ち
と
し
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地域の憩いの場となっている馬頭緑道

t
私
の
イ
ラ
ス
ト

甘　
４
デ
〈

づ
・

＼
勺

賜

～

-

■

J

％

多
田
井
万
千
代
さ
ん
（
美
合
町
）
の
作
品

－
‐

私
の
タ
‥
前
は
、
舞
（
六
ヵ
月
）
で
す
。

お
父
さ
ん
が
、
舞
ｔ
ト
さ
ん
み
た
い
に

か
わ
い
い
久
の
ｆ
に
な
る
よ
う
に
ｎ
Ｘ
：
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

々
‥
‥
前
の
よ
う
に
か
わ
い
い
久
の
子
に
な
り
ま
し
た
。

伊
藤
里
加
さ
ん
（
欠
町
）

前号（｜月｜日号）の答　　「松平広忠」

　　　　　　　　　　　　　　　　一一一

応m総数はBP人で、抽選の結果、山本正義(坂左右町)、mm達

男(蓑川町)、酒井吉秋(矢作till)、水野弥生(土＃E町)、岩瀬美智

(美合B])の皆さんに記念品をお送りします。

問題：家康公か生まれたのは、西暦何年ですか？　２月15日(必着)

応募方法　はがきに｢答｣と住所､氏名､年齢､職業を明記のうえ、

〒444市内十王町8丁目９番地岡崎市役所広報課広報係まで。

はがきは一人一葉とし、正解者の５名のかたに記念品を贈呈。

⑦
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矢
乍
‐
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
　
　
．
‘
、
ぎ
ヵ
、
レ
．
び
か
姐
輯
鍔
ｌ
巧
と
＾
Ｔ
ｎ

　
ｆ
Ｊ
Ｓ
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
作
川
」
（
仮
題
）
　
京
都
大
学
工
学
部

　
　
－

　
　
内
容
　
●
事
例
発
表
・
：
①
根
羽
村

森
林
組
合
専
務
　
片
桐
亀
十
氏
②
豊

田
市
立
西
広
瀬
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
③
矢
作
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
会

長
　
鈴
木
陽
子
氏
　
●
特
別
講
演
…

　
「
こ
れ
か
ら
の
水
域
環
境
管
理
と
矢

め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
　
２
月
2
6
日
㈲
午
後
１
時
1
5

分
‘
’
４
時
1
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
甲
山
会
館

　
テ
ー
マ
　
守
り
、
育
て
る
、
美
し

教
授
　
松
井
三
郎
氏

　
入
場
料
　
無
料

職
業
訓
練
展

「
展
示
と
即
売
」

　
日
時
　
２
月
2
2
日
出
・
：
午
前
1
0
時

～
午
後
４
時
　
2
3
ロ
剛
…
午
前
o
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
羽
根
町
小
豆
坂
）

　
内
容
　
▼
県
下
の
職
業
訓
練
校
の

訓
練
生
の
実
習
作
品
の
展
示
及
び
即

売
（
焼
却
器
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン

ロ
・
灯
ろ
う
・
花
器
・
掛
軸
な
ど
）

▼
職
業
訓
練
事
業
の
紹
介
（
各
種
パ

ネ
ル
展
示
・
相
談
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

　
問
合
せ
　
県
岡
崎
高
等
技
術
専
門

校
（
豊
5
1
－
0
7
7
5
）
又
は
岡
崎

技
術
工
学
院
（
豊
5
3
－
3
5
2
1
）

―
・
―
・
－

一
勤
労
大
学

「
高
年
齢
者
福
祉
講
座
」

対
象
　
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
高

び
本
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
か
た

　
場
所
　
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会

室
（
美
合
町
五
本
松
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
み
　
電
話
で
商
工
労
政
課
へ
。

年
齢
者
、
各
事
業
所
労
務
担
当
者
及
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

講
座
内
容
と
日
程
　
（
時
間
は
、
３
回
と
も
午
後
１
時
3
0
分
～
午
後
３
時
）

し高
い年

薬齢
の者

服の
用健

の康
仕管

方理
ヽ-･
　--
　正

化織
へ田

の信
道長

　の

　国
　造

　り

　と　国

　際

遺身
言近

　｀な
贈法

与律

‾問
　題

　－ヽ
　相

　続

内

容

∩

ti | a

２

月

14
日

原

月
日
一
曜－

葡

師

吊

色

氏

局岡

良崎
　市
岩史

月編
栄さ

治ん

氏事
　務

弁
護

士

杉
浦

鉦
典

氏

講

師

　
募
集
人
員
　
6
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
自
治
課
消
費

生
活
係
又
は
県
西
三
河
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
a
5
3
－
0
9
9
9
）
へ
。

受
付
開
始
は
２
月
1
0
日
囲
か
ら
。

｜

92プリンセスおかざき募集中
Ｉ表彰　賞金30万円及びアメリカ

西海岸へ招待(姉妹都市ニューポ

ートビーチ市へ訪問)

■選考方法　３月15日(日)午前11時

から竜美丘会館で選考会を開催。

※　選考会(総合司会　水谷ミミ)

の参観は、有料入場券が必要です。

　　観光協会　a23－6216

ｅ
ｕ

　国際感覚豊かな知性と健康美あ

ふれる岡崎を代表する女性を募集

しています。

■応募資格　市内に在住、在勤又

は在学のかたで、3月末現在で18

歳以上（高校卒業見込み可) 25歳

未満の未婚の女性

■申込期限　２月29日（土）

市政だよりφおかざき　1992.E.I　＠

消
費
生
活
専
門
講
座

　
時
間
　
各
日
と
も
午
前
1
0
時
～
正
午

　
場
所
　
県
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
竜
美
南
二
丁
目
）

講
座
内
容
と
日
程

3

25
伽

3

18
伽

ソ
岬

2

26
困

月

日

｜消
企費

業者

との
行利

政益
のを

役守
割る

｜だ

　め
　に

｜法
蔵廷

判に
所立

判つ
例消

の費
動者

向

｜

暮

ら
し
の

な

か
の

消
費

者
関

連
法

｜海
製外

造比
物較

貨で
任わ

にか

つる

い消
で費
｜者
　問

　題

１消

そ費

の者
歴問

史題

とを
新知

たる
なた

課め

題に
１

－ﾌ‾

｜

マ

小名
木古

紀屋

之経
氏済
　大

　学

　教
　授

弁
護

士

山

崎
浩
司

氏

弁
護

士

山
崎

浩
司

氏

づ
川

講

師

ﾀQ9 －



こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る

女
性
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

　
日
時
　
２
月
６
日
困
午
後
１
時
3
0

分
～
４
時
1
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
民
会
館
リ
ハ
ー
サ

ル
第
１
号
室

　
対
象
　
就
業
意
欲
や
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
六
‐
児
、
家
事
な
ど
の
事
情

で
就
業
し
て
い
な
い
女
性

　
内
容
　
①
講
演
…
「
女
性
と
Ｉ
職

業
み
ず
み
ず
し
い
働
き
か
た
を
求
め

て
Ｉ
」
レ
デ
ィ
ス
＆
メ
ロ
ウ
能
力
開

発
研
究
所
長
　
酒
井
澄
子
氏
　
②
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ド
…
鬼
頭
俊
（
名
古
屋

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
提
‥
楽
団
員
）

ほ
か
３
人
　
③
職
業
相
談
窓
口
の
利

新しいまちづくりをめざして、

JR岡崎駅周辺を考える

ｍ
の
仕
方

　
募
集
人
数
　
川
人

　
参
加
費
　
無
料

　
申
込
方
法
　
所
定
の
中
込
書
又
は

電
話

交
通
安
全
た
こ
あ
げ
大
会

豊中

21央
１ラ
２イ
２オ
１ン
５ズ

　ク
　ラ
　ブ

　
日
時
　
２
月
1
6
日
向
　
午
前
Ｈ
時

～
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
2
3
日
）

　
場
所
　
殿
橋
下
流
乙
川
河
川
敷

　
内
容
　
▼
県
警
音
楽
隊
演
奏
会
▼

白
バ
イ
隊
ト
ラ
イ
ア
ル
模
範
演
技
▼

交
通
安
全
た
こ
揚
げ
大
会
▼
交
通
安

全
手
作
り
た
こ
展
示
会

　
そ
の
他
　
子
供
の
参
加
者
先
着
5
0
0

人
に
交
通
安
全
た
こ
を
進
呈
。
甘
酒

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
。

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
日
程
　
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
水
曜
日
又
は
木
曜
日
、
週
Ｉ
回

　
募
集
ク
ラ
ス
・
時
間

肇

合

夕

－フ
ス
Ｅ
ｙ

木嗜B 水曜日 y偏
／／／／

中｜上

級　級

13:QO

　？

H:30

初

級

中

級

／ノ
初　巾

　　　上

級；級

15:QO
　？

16:30

／／
初ナ■ 初ナ
、イ　イ

心夕　夕

老I　級｜

中ナ

　イ

　タ

級｜

上ナ

　イ

　タ

級｜

17:30

　？

19:00

場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

[隨]

２月17日(月)午後1時3D分～4時30分

囲]

商工会議所大ホール

[琢]

岡崎市・岡崎商工会議所

　
指
導
　
岡
崎
テ
ニ
ス
協
会

　
受
講
料
　
月
額
二
千
五
百
円
、
傷

害
保
険
料
三
百
円
（
４
ヵ
月
分
前
納
）

が
必
要

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
又

は
在
学
の
か
た

　
申
込
方
法
　
必
ず
往
復
は
が
き

で
、
①
受
講
希
望
ク
ラ
ス
②
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦

経
験
年
数
⑧
勤
務
先
を
記
入
し
て
、

〒
州
市
内
六
名
木
町
七
　
体
育
協
会

　
「
硬
式
テ
ニ
ス
」
係
へ
　
（
―
人
―
葉

に
限
る
）
。

　
申
込
期
限
　
２
月
2
0
日
俐

　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
中
込
方
法
不
備
の
場
合

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
先
　
吉
田
正
志
豊
2
2
－
２

　　　　　企画課施策係容23－6110

　J R岡崎駅周辺は､駅東地区の区画整理事業

が認可され、事業の実施も間近です。

　21世紀に向けて駅東地区のまちづくりを考

えるため、行政・商工団体・住民が一体となっ

たシンポジウムを開催します。

　駅周辺住民のかたはもちろん､市民の皆さん

の参加をお待ちしています。

基調講演　㈱商業システム研究所代表取締役

所長　料治宏尚氏／山梨学院大学商学部教授

大川照雄氏

パネルディスカッション　パネリスト…岡崎

市長　中根鎮夫／岡l.faj商工会議所会頭　小原

守氏／服部工業㈱社長　服部良男氏／料治宏

尚氏　コーディネーター…大川照雄氏

家康行列参加者募集中

＠



第
1
4
回
も
ち
よ
り
展

　
内
容
　
岡
崎
地
方
史
研
究
会
員
の

所
蔵
し
て
い
る
歴
史
的
、
文
化
的
資

料
を
紹
介
す
る
郷
土
館
恒
例
の
展
示

会
。
頼
山
陽
書
の
掛
軸
を
始
め
、
拓

本
な
ど
多
数
。
大
正
か
ら
昭
和
4
0
年

ご
ろ
ま
で
の
お
も
ち
や
カ
メ
ラ
、
　
ヽ
ヽ
｀

二
カ
メ
ラ
約
1
5
0
台
も
展
示
。

　
期
間
　
４
月
3
0
日
困
ま
で

　
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
　
月
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

－
‐
＝
　
‐

医
師
会
健
康
教
育
講
座

　
日
時
　
２
月
1
6
日
間
　
午
前
1
0
時

～
正
午

　
場
所
　
医
師
会
館
講
堂
（
竜
美
北

二
丁
目
）

　
テ
ー
マ
　
胆
石
の
話

　
講
師
　
国
立
名
古
屋
病
院
外
科
部

長
　
堀
潭
増
雅
氏

　
入
場
料
　
無
料
（
参
加
自
由
）

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聴
き
す
る
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
　
市
が
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
及
び
施
設
見
学
会
に
出
席
す
る

と
と
も
に
、
市
政
に
関
す
る
意
見
、
要

望
を
随
時
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
1
5
人
以
内
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
年
齢
・
住
所
な
ど

を
基
に
選
考
）

　
応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以
上
住

ん
で
い
る
2
0
歳
以
上
の
か
た
（
市
政

千
二
タ
ー
経
験
者
及
び
公
務
員
は
除

き
ま
す
）

　
任
期
　
４
月
～
来
年
３
月

　
謝
礼
　
年
額
【
万
五
千
円
（
予
定
）

　
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
〒
掴
市
内
十

王
１
　
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所

広
報
課
広
聴
係
へ
（
申
込
書
は
、
広
報

課
、
市
役
所
正
面
玄
関
案
内
及
び
各

支
所
に
あ
り
ま
す
）
。

　
応
募
期
限
　
２
月
2
9
日
出
必
着

　
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
決
定
　
委
嘱
が
決

ま
り
次
第
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

｜

体平

育成

施４

一一　－年
度

設
利
用
団
体
の
登
録

■
体
育
施
設
利
用
団
体
抽
選
会
へ
の

登
録

　
資
格
　
市
内
在
住
又
は
在
勤
者
で

構
成
す
る
団
体
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
1
0

人
以
上
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
４
人
以

上
（
小
・
中
・
高
生
は
除
く
）

　
登
録
期
間
　
２
月
５
日
～
2
0
日

　
登
録
方
法
　
体
育
課
又
は
体
育
館

に
あ
る
用
紙
で
、
〒
桐
市
内
十
王
町

二
丁
目
九
　
岡
崎
市
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
。
登
録
に
は
全
員
の
印
鑑
が

必
要
で
す
。

■
県
立
学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
の

登
録

　
資
格
　
市
内
在
住
者
で
構
成
す
る

1
0
人
以
上
の
団
休

　
登
録
期
間
　
２
月
５
日
～
2
0
日

　
登
録
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
団
体

の
メ
ン
バ
ー
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
を
記
入
し
て
、

直
接
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
。
登

録
の
際
に
は
責
任
者
の
印
鑑
が
必
要

で
す
。

訓４

ﾐ･　-
練年i

ﾐ㎜　　・生度

募能
--　－力
再
開
発

集

対
象
　
3
0
歳
を
超
え
る
離
転
職
者

職
種
（
期
間
）
　
▼
第
１
・
第
２
造

園
科
丁
年
）
▼
金
同
技
術
科
（
６

ヵ
月
）
▼
塗
装
科
（
１
年
）

　
授
業
料
　
無
料

　
募
集
期
限
　
３
月
3
1
日
㈹
ま
で

　
入
校
予
定
日
　
４
月
７
日
吻

　
申
込
先
　
愛
知
県
岡
崎
高
等
技
術

専
門
校
へ

※
　
県
下
の
他
校
で
は
別
職
種
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
‐
－
－
－
‐
－
－
‐
－
’
‘
―
！
‘

少
年
野
球
大
会

　
ｉ
　
―
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
―
－
　
Ｉ
Ｉ
・

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
期
日
　
２
月
1
6
日
剛
・
2
3
日
剛

　
場
所
　
県
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

　
参
加
資
格
　
市
内
の
小
学
生
で
編

成
さ
れ
た
2
0
人
以
内
の
チ
ー
ム
。
た

だ
し
、
監
督
は
成
人
と
す
る
。

　
参
加
料
　
Ｉ
チ
ー
ム
二
千
円

　
申
込
方
法
　
体
育
課
又
は
市
休
育

館
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
、
監
督
会

議
（
２
月
1
0
ロ
㈲
午
後
７
時
に
市
体

育
館
第
２
会
議
室
で
開
催
）
ま
で
に
、

〒
桐
市
内
六
名
本
町
七
　
岡
崎
市
体

育
協
会
「
少
年
野
球
大
会
」
係
へ
。

自
衛
官
募
集

　
募
集
種
目
　
２
等
陸
・
海
・
空
士

　
募
集
対
象
①
日
本
国
籍
を
有
し
、

入
隊
予
定
月
の
１
日
現
在
1
8
歳
以
上

2
7
歳
未
満
の
男
子
②
今
年
３
月
高
校

｜

？
加

東京・京都学生寮(岡崎育英会)寮生募集

Z亀..4

応募資格　市内に在住しているか（月) (入学見込みも可）

たの子弟（女子を除く）で、東京、入寮後の所要経費　寮費・光熱費

京都あるいはその近郊の大学に入　等…月額一万千百円、食費…実費

学予定のかた及び在学中のかた　　（夕食代月額一万円程度）

申込み　所定の用紙で､直接､教育　選考方法　面接

委員会庶務課へ（用紙は教育委員　※　京都寮については、申請があ

会庶務課及び各支所にあります)。れば、入寂可能な状態です。

申込期間　２月10日（月）～３月16日　教育委員会庶務課豊23－6419

市政だよりφおかざき　1992.8.1　＠



卒
業
見
込
み
の
か
た

　
受
付
期
間

㈹
ま
で

①
通
年
②
３
月
3
1
日

　
試
験
期
日
　
受
付
時
に
指
定

　
試
験
内
容
　
筆
記
試
験
、
口
述
試

験
、
身
体
検
査
、
適
性
検
査

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
の

集
団
検
診

　
対
象
　
胃
が
ん
…
4
0
歳
以
上
（
昭

和
2
8
年
３
月
3
1
日
以
前
生
ま
れ
の
か

た
）
子
宮
が
ん
…
3
0
歳
以
上
（
昭
和
3
8

年
３
月
3
1
口
以
前
生
ま
れ
の
か
た
）

　
実
施
期
間
　
４
月
～
1
2
月
（
予
定
）

　
検
診
料
　
胃
が
ん
…
五
百
円
（
予

定
）
子
宮
が
ん
・
：
四
百
円
（
予
定
）

※
当
日
会
場
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
料
免
除
　
7
0
歳
以
上
、
生
活

申告は正しく期限までに

市・県民税

　
　
　
　
　
　
　
●

保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
か
た
は
、
検
診
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
の
で
、
当
口
受
付
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
検
査
方
法
　
胃
が
ん
・
：
バ
リ
ウ
ム

を
飲
ん
だ
後
、
エ
ッ
ク
ス
線
間
接
撮

影
を
し
ま
す
。
（
妊
娠
中
の
か
た
は
受

診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
子
宮
が
ん

・
：
子
宮
ロ
の
表
面
か
ら
分
泌
物
を
採

り
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
申
込
書
を
町
内
会
を

通
し
回
覧
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な

ら
な
か
っ
た
か
た
は
、
は
が
き
に
検

診
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

性
別
、
通
称
町
（
町
内
会
）
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
桐
市
内
十

王
町
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所

保
健
課
保
健
係
へ
。

　
申
込
期
限
　
２
月
2
9
日
出

　
そ
の
他
　
検
診
口
時
、
場
所
な
ど

　　　市民税課市民税法人係さ23―6078

　　　　　　　市民税個人係公2 3 －6082

　申告の受付期間　２月17日(月)～３月16日月)

申告書　申告書と説明書は､市民税課及び各支

所にあります。

提出先　市民税課(郵送でも受け付けます)

申告相談　日時･場所は､下記の日程表の通り。

申告書を送付したかたには､混雑を少しでも避

けるために、指定日が記載されています。でき

る限り指定日にお越しください。詳しくは市民

税課へお問い合わせを。

＜申告の必要がないかた＞

給与所得者で昨年中に給与所得以外の所得が

ないかた､及び確定申告書を税務署に提出され

るかた。

は
、
申
し
込
み
後
に
個
人
へ
通
知
し

ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
集

団
検
診
の
ほ
か
に
市
内
医
療
機
関
で

直
接
受
診
で
き
る
個
別
検
診
（
検
診

料
千
円
の
予
定
）
を
６
月
か
ら
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り

５
月
1
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申告相談日程表（2月18日～3月IG日）

日　時 場　所

２月18日出、19日附 南部市民センター

2月20日困、21日除） 岩津市民センター

２月24日(月)、26日附 大平市民センター

２月27日困、28日脂 東部市民センター

3月3日鮭A日困 矢作市民センター

3月5日休、６日廊 六ツ美市民センター

３月9 日(月)～i3日吻

　　　　　　　16日田}

市役所２階市民ロビー

相談時間は午前９時～正干、牛後1溥30分～Ｏ

所得税(確定申告)

i･:
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
２
月
2
5
日
出
　
受
付
…
耳

抑
咽
喉
科
＝
午
前
Ｈ
時
3
0
分
　
整
形

外
科
・
眼
科
＝
午
後
零
時
3
0
分
　
診

断
及
び
袖
装
具
相
談
…
午
後
１
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
予
約
。

　　　　　　　岡崎税務署昔2 2 ―6 5 1 1

申告の受付期間　２月17日(月～3月IB日(月)

申告川｣限間際は、税務署は大変混雑します。

できるだけ早めにお出かけください。

無料税務相談　税理士による無料税務相談所

が開設されます。お気軽にどうぞ。

プロ野球オープン戦

中日ドラゴンズ×日本八ムファイターズ

　　３月８日（日）午後１時～（午前11時30分開門）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市民球場

前売券　２月10日から中日新聞社岡崎支局、市内の中日新聞販売店、

市総合体育館（中央総合公園）で発売。指定席S3,500円、指定席A

3,000円、外野大人1,000円（中学生以上）、外野小人500円（満4 歳

～小学６年生）／交通　名鉄東岡崎駅前から臨時バス運行（午前10

時から随時運行）／問合せ先　中日新聞社岡崎支局豊22－166 1

税務相談日程表

岡崎信用金庫本店 2/24～28、3/2～6

岡崎商工会議所 2/22～28, 3/2～6

六ッ美商工会 2/27、28、3/2、3

相談萌間は午前9時30分～正午、午後l時

～４時（岡信本店は３時まで）

※　第２・４土曜日の２月22日と３月14日は、市役

所、税務署とも閉庁のため申告相談はできません。

個人事業税
県西三河事務所税務課a23－l 2 1 1（内線2 1 6)

申告期間、税務相談は、上記の所得税（確定申

告）と同じです。

＠



国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

　
平
成
３
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
は
本
人
、
家
族
の
分
を
含

め
、
全
額
所
得
金
額
か
ら
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
所
得
税
、
市
県
民
税
の
申
告
の

際
に
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

平成３年分国民年金保険料

●
月
別
納
付
の
場
合

定
額
納
付
・
：
年
額
１
０
６
、
２
０
０
円

付
加
納
付
・
：
年
額
１
１
１
、
０
０
０
円

〈
内
訳
〉
１
月
ｙ
３
月
８
、
４
０
ａ
円
（
月
額
）

　
　
　
４
月
ｙ
1
2
月
９
、
０
０
ａ
円
育
韻
）

　
　
　
付
加
納
付
は
４
１
０
円
加
算
（
月
額
）

●
４
月
に
全
期
前
納
の
場
合

定
額
納
付
…
年
額
１
０
５
、
３
９
０
円

付
加
納
付
・
：
年
額
１
１
０
、
０
７
０
円

〈
内
訳
〉
４
月
～
翌
年
３
月
分

年
金
受
給
（
老
齢
）
の
か
た

は
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め

に
は
、
毎
年
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に

　
「
現
況
届
（
年
金
受
給
者
現
況
届
）
」

を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
方
法
　
現
況
届
の
用
紙
は

毎
年
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ
に
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
送
Ｕ

さ
れ
ま
す
。
市
長
の
訂
明
（
市
役
所

市
民
課
及
び
各
支
所
で
無
料
で
行
い

ま
す
）
を
受
け
て
、
必
ず
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
に
到
着
す
る
よ
う
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
提
出
の
必
要
が
な
い
場
合
　
①
年

金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
決
定
年

月
日
か
ら
、
１
年
以
内
に
誕
生
日
を

迎
え
る
と
き
　
②
年
金
の
全
額
が
支

給
停
止
に
な
っ
て
い
る
と
き
　
③
全

額
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
た
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

１
年
を
過
ぎ
て
い
な
い
と
き

：
―〔

’
〕
月
１
日
か
ら

老
人
医
療
福
祉
給
付
金
の

支
給
申
請
受
付

　
　
「
老
人
医
療
一
部
負
担
金
支
払
証

明
書
」
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
病
院

な
ど
で
支
払
証
明
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
支
給
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
院
・
転
出
な
ど
特
別
な

理
由
の
あ
る
か
た
は
、
常
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
政
だ
よ
り
１
月
1
5
日

号
を
。

オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
目
動
車
な
ど
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
自
動
車
な
ど
を

廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
、
次
表
の
関

係
機
関
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
な
い
と
、
平
成
４
年
度
分

か
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
届
け
出
を
他
人
に
委
任
し

た
場
合
、
確
実
に
届
け
出
が
終
わ
っ

て
い
る
か
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

を二
超輪
えの

る小
ォ型

｜i
ト動

バ車
こso

　cc

鰹

自
動

車

１

ﾙ'"

下原

の動
ォ機

｜付
卜自

バ転
ィ車
一一
　m

　cc
　以

車
の
種

穎

畳愛
田知

市陸
若運

林支
西局
町西
西三

葉河
山自

46動
ａ車

０検

５査
６登
５録

I 事
52務

｜所
２
４

｜
７

市愛

内知
江軽
口自

3D)
丁車

目協
５会

｜=

I 河
き分
53室

｜
５
３
５

｜

領
弱

醵；

７２

届

出

先

難
病
患
者
見
舞
金

　
特
定
疾
患
医
療
給
付
の
対
象
の
か

た
に
難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
「
特
発
性
大
腿

骨
頭
壊
死
症
」
が
対
象
疾
病
と
し
て

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
支
給
対
象
疾
病

①
ス
モ
ン
②
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
③
重

症
筋
無
力
症
④
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト

ー
デ
ス
⑤
多
発
性
硬
化
症
⑥
再
生
不

良
性
貧
血
⑦
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
⑧

強
皮
症
⑨
皮
膚
筋
炎
⑩
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
⑥
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
⑩

多
発
性
筋
炎
⑩
特
発
性
血
小
板
減
少

性
紫
斑
病
⑩
潰
瘍
性
大
腸
炎
⑩
大
動

脈
炎
症
候
群
⑩
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
⑩
天

庖
癒
⑩
脊
髄
小
脳
変
性
症
⑩
ク
ロ
ー

ン
病
⑩
肝
硬
変
０
劇
症
肝
炎
⑩
血
清

肝
炎
⑩
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
＠
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
⑤
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

⑩
後
縦
靭
帯
骨
化
症
＠
ハ
ン
チ
ン
ト

ン
舞
踏
病
⑩
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉
塞

症
⑩
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症
⑩
特
発

性
拡
張
型
（
う
っ
血
型
）
心
筋
症
⑩

シ
ヤ
イ
ー
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
⑩
表

皮
水
庖
症
（
接
合
部
型
及
び
栄
養
障

害
型
）
⑩
膿
庖
性
乾
癖
⑩
広
範
脊
柱

管
狭
窄
症
⑩
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変

⑩
一
症
急
性
眸
炎
＠
特
発
性
大
腿
骨

頭
壊
死
症

長時間保育のご案内
保育料　保護者の所得、児童の年

齢区分に応じ、1.500円～4.500円

の上乗せとなります。

その他　巾込方法など詳しくは、

市役所児童課庶務係S23－6I44、

又は八十塚保育園(鴨田町)G2ト

4857へ。

　３月１日から八十塚保育園で長

時間保育を実施します。

対象　当該保育園で午前から継続

して保育されている児童で、保護

者の残業などにより長時間にわた

って保育を必要とする児童。

保育時間　午前v時～午後lO時

市政だより<.おかざき199E.2.1　＠



申
請
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
申
請
者
　
本
人
又
は
そ
の
家
族
の

か
た

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
特
定
疾

患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
又
は
医

師
の
診
断
書
②
受
給
者
の
預
金
口
座

番
号
③
認
印

　
見
舞
金
額
　
年
額
二
万
円

　
申
請
場
所
　
援
護
助
成
課
援
護
係

期
間

２月後期

２
月
１
日
出
～
1
4
日
圀

粗大ごみと使用済み

乾電池の収集

　
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５

時　
場
所
　
市
役
所
土
地
区
画
整
埋
課

―
・

岡
崎
真
伝
特
定
・
岡
崎
蓑

川
土
地
区
画
整
理
組
合

変
更
事
業
計
画
書
の
縦
覧

期
間

時
間

場
所

２
月
―
日
出
～
1
4
日
廓

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

市
役
所
土
地
区
画
整
理
課

ご
寄
付
・
ご
寄
川
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

唯▼
―永
▼田

島牛
津ミ
達子

雄▼
▼柴
竹田
下芳

照孝
子▼
▼加
佐藤

治
光
江
▼
高
橋
は
る
子
▼
杉
山
忠
▼

庄
司
綾
子
▼
山
本
正
二
▼
織
部
長
信

▼
田
口
城
一
▼
岡
崎
石
製
品
協
同
組

　　　　中央クリ-ンセンター公22－｜153

●各町で決められた粗大ごみ持ち寄り場所

へ、収集日の午前8 mo分までに持ち出し

てください。

●出してはいけないごみ

事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、大型農機

共、オートバイ(50cc以下を除く）、プロパ

ンボンベなどの危険物

合
連
合
会
▼
岡
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
▼
束
レ
モ
ノ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
㈱
▼

六
ツ
美
南
部
小
学
校
同
窓
会
▼
㈱
三

龍
社
▼
㈱
イ
ヨ
ダ
家
具
総
本
店
▼
３

年
度
六
名
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度

三
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度
矢
作

北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度
藤
川
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度
城
南
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度
美
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
▼
３
年
度
岩
津
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼

３
年
度
葵
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度

城
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
３
年
度
細
川

保
育
園
母
の
会
▼
３
年
度
北
野
保
育

園
母
の
会
▼
岡
崎
市
藤
川
保
育
園
運

営
委
員
会

●
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
日
本
同
盟
基
督
教
団
愛
宕
山
教
会

婦
人
会
▼
シ
ル
ビ
ア
友
の
会
▼
れ
す

と
ら
ん
家
康
▼
愛
知
県
米
穀
小
売
振

興
協
議
会
岡
崎
地
区
会
▼
㈲
洋
品
の

ク
リ
ム
ラ
▼
中
山
し
ず
▼
愛
知
県
農

協
婦
人
組
織
協
議
会
岡
崎
市
農
協
婦

｜

｜

人
部
▼
岡
崎
友
の
会
▼
三
河
寺
庭
婦

人
会
▼
㈱
三
弘
社
▼
十
方
舎
▼
岡
崎

葬
儀
㈱
▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
Ｎ
丁
丁
岡
崎
あ
ゆ
ち
の
会
▼
根
石

地
区
民
生
委
員
協
議
会
▼
民
謡
三
友

会
▼
中
川
弘
美
▼
八
千
代
会
岡
崎
支

部
▼
岡
崎
３
Ｂ
体
操
協
会
▼
清
水
美

子
▼
岡
崎
女
子
短
期
大
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ひ
よ
」
』
▼
Ｔ
Ｓ
琴
好

会
▼
五
十
楼
甫
ご
　
・
貞
子
▼
岩
津
地

区
民
生
委
員
協
議
会
一
同
▼
普
明
会

教
団
渥
美
支
部
▼
岡
崎
た
ば
こ
販
売

協
同
組
合
婦
人
部
▼
学
校
給
食
協
会

従
業
員
労
働
組
合
▼
第
一
生
命
労
働

組
合
岡
崎
支
部
▼
小
川
幹
夫
▼
ト
ヨ

タ
自
動
車
労
働
組
合
▼
井
上
健
郎
・

永
岡
泰
則
▼
聖
剛
マ
リ
ア
幼
稚
園
▼

立
正
佼
成
会
岡
崎
教
会
▼
岡
崎
美
術

協
会
▼
第
一
液
化
ガ
ス
・
豊
通
第
一

液
化
ガ
ス
職
員
一
同
▼
西
三
河
ヤ
ク

ル
ト
販
売
㈱

収集日 収　集　町　名

17日(月)康生、板屋、八帖、中岡崎

18S(火)
伊賀南｜区―■6区､能見通｜丁目、

能見中、能見北、東能見

19日冰）
伊賀南７区～９区、六供本、元能

見南、元能見北、元能見中、葵町

20日南 日名本、日名西北町、日名南

21日廟
福寿、井田新、井田南、井田西、

錦町、日名中、松本

22日由 栄、朝日

245!月）
伊賀北｜区～6区・８区、広幡、

柿田、伊賀新

25日1火）
中本町・中４丁目・東中・中天神

(中町)、南小呂、小呂

26日伽
両町、中５丁目・中７丁目・上中・

中大門(中町)

27S(*) 若宮、西欠、根石中欠、東欠、元欠

28日紬
東明大寺北、東明大寺南、東明大

寺東、竜美旭町、島町､唐沢、菅生

29日山
井ノロ、井ノロ新町、青木、河原

町、寿町、百々西町

献血にご協力ください
岡崎地区献血推進協議会

事務局援護助成課援護係

　　　a2 3－6 14 5

新入学児童・生徒の保護者のかたへ

献血日程

　　　　　　　　　　　教育委員会学校教育課容23－642 5

今年４月に小・中学校へ入学　　住民登録により各家庭にお送り

しています。以後の転入・転居

のかたには、後日通知します。

　なお、岡崎市立小・中学校以

外の学校へ入学するかた、又は

転出・転居予定のかたは、通知

書の指定校までご連絡ください。

するかたは次のとおりです。

　小学校●昭和60年４月２日

～61年４月１日生まれ

　中学校●昭1[]54年４月２日

～55年４月１日生まれ

　入学通知書は１月10日現在の

月日(曜) 時　間 場　所

２月２口剛 10:00～15:00 セルビ西広場

19日團
ID:00～12:00 福岡２区市民ホーム

13:30～15:30 南部市民センター

2旧ー
9:00～12 00 東部市民センター

13:30～15'30 本宿学区市民ホーム

29日山 10:00～15:00 七ルビ西広場

□岡崎献血ルーム

　(シビコ５階豊25－6844)

・受付時間　10:00～12:30、14:00～17:30

(成分献血は10:00～12:00、14:00～18:30)

・休　　日　毎週木曜日

＠



●

争
▲

男
女
計

世帯数

岡崎市の人口

1992年１月１日現在

　156,892人

　156.5DB人

　313.39B人

101 , 137世帯

78人増

114人増

192人増

138世帯増

・
▲

テレホンサービス
市政だより　　　容21 －1111

　市からのお知らせ、行事案内

　(毎週月曜日変更)

保健だより　　　oe1 -1112

　休日緊急当直医、検診のお知らせ、

　健康一ロメモ(毎週月曜日変更)

子どものおはなしき21 －11 13

　創作童話　２月１日～15日

　　｢お父さんは鬼｣

　作者　山田宣久さん[時針町)

　岡崎の昔話　２月16日～29日

　　｢上地町の御岳池とお殿様｣

心の電話おかざき酋22－0783

　小中学生とその保護者のかたの悩みこと

　相談

乳幼児の育児相談S25－1145

　毎週水曜日の午後９時～正午

消防テレホンガイドsei －０１ １ ９

　
私
た
ち
は
、
買
い
物
を
し
た
と
き
、

つ
り
銭
が
一
円
で
も
間
違
っ
て
い
れ

ば
「
つ
り
銭
が
問
違
っ
て
い
ま
す
」

と
言
う
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
量
目
が
不
足
し
て
い

て
も
「
量
目
が
不
足
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
品
物
を
買
っ
た
と
き
、
安
く
買
っ

だ
と
思
っ
て
も
、
量
目
が
不
足
し
て

い
た
ら
、
高
い
物
を
買
っ
た
と
同
じ

こ
と
に
な
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
損

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
1
2
月
９
日
、
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
量
目
の
調

査
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
食
肉
及
び

肉
製
品
全
般
で
は
超
過
が
約
2
5
問
、

不
足
が
約
1
3
F
、
魚
介
類
で
は
超
過

が
約
2
7
阿
、
ほ
か
の
商
品
に
お
い
て

２
月
ま

　
　
　
１

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

　
２
月
は
、
暖
房
機
器
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
ぐ
ん
と
伸
び
る
時

期
で
す
。

　
あ
な
た
ば
必
要
以
上
に
部
屋
を
暖

か
く
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣

い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
小
さ
な
心

が
け
が
、
大
き
な
省
エ
メ
ル
ギ
ー
に

つ
な
が
り
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
省
エ
ネ
を
始
め
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
市

しか
てし
いこ
まい
す買
かい
　物

は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

　
し
か
し
、
不
足
商
品
は
全
調
査
商

品
の
約
７
計
を
占
め
、
そ
の
大
半
が

風
袋
（
ト
レ
ー
、
ラ
ッ
プ
、
タ
レ
等
）

引
き
ミ
ス
や
軽
視
と
推
察
さ
れ
る
た

め
、
消
費
者
各
自
が
普
段
か
ら
正
し

い
計
量
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

゜パブリックチャンネル　GVIYﾐｸｽでご覧ください
21番　組　内　容　１月27日～巳月16日

１月£7日芳～31日産 p 日T R附 ２月２日日

18:30
　？

18:50

まちの隋題
　吋llのニュース

市民便利幔
　総介体mi

ぉ知らせ

18:30
　？

19:00

まちの話題ウイークIJ-
　１週川のニュース
市民便利帳
　総合体育館

岡崎観光文化百選

　松明院
お知らせ

いき／いき／おかざきピープル

※視覚障害者とは…

９日日

いき／いき／おかざきピープル

　　総合休育館完成記念行事

　　,ll内中学t選抜ﾊﾞｽヶｯﾄﾎﾟｰﾙ

　　18:00～19:00の1101以送

３日何～７日奎 RB叶1

18:30
　？

lfl:5D

まちの話顧
　iifWのニュース

市民便利帳
　きのこ培養施設
お知らせ

18:30
　？

ts:00

まちの話題ウイークr;ー
　１週川のニュース

市民便利帳

　きのこ培養施設
岡崎観光文化百選
　松明院

お知らせ

IB日Θ
いき／いき／おかざきピープル

　　10:00～11:00と

　　18:00～19:00に

　　９日放m.分を肖放送0日月～14日金 lFH!十'

1B:3a
　2

1B:30

まちの話題

　hi[＼のニュース
市民便利幔

　サラリーマンの陳l^叫
お知らせ

18:30
　？

19:D0

まちの話題ウイ，グリー

　l週川のニュース

市民便利帳

　サラ1ドマンの確定巾;I;一

岡崎観光文化百選

　睡fi'.i-.'f

お知らせ

※の番組(日曜日の番組)は、

14:DO～15:OQと1B:00～19:DO

の２回放送｡D:00～川:D0に

前週分を再放送丿時台､12時

台､｣5時台と16時台及び19時

台は土曜日分の再放送。

■月m日～土曜日は、la時台から新しい内容になります。またパ9時台と

　翌日1O時台～m時台及び＼時台～16時台に裸り返し再放送しています。広報課情報調整係

■都合により番組の内容を変更する場合があります。　　　　　　　　　　　　　　容23－6007

建　築

譲　渡

象

新築､増築､改築など

中古(土地付)
一一
分譲(土地付)

㎜㎜　　　･･ふ=

　宅

住宅をかさあげするとき

限度額
-
600万円
-
600万円

800万円
年5.7％　20年

年 5

年5

2%

0%

-

10年
-
３年

保証人

2人または

保証保険

２人

信用保険
1 －

　j-

　５年　信用保険

1―一一‾‾
　3年　　｜人

担保

要

要

一不要

不要

取扱金融機関

岡崎信用金，

市内本支，

愛知労働金，ｍ　･．&．・

庫
店
庫
店
行
店

岡崎信用金庫

本　　　　店

市政だよりφおかざき　1992.2.1　＠

岡崎額田地区の優良豚肉を

　　食べてみませんか／

　農務課畜産係容23－6201

　２月７・８日に､市内で第２回岡崎

額田豚枝肉共励会が開かれます。同

地区の養豚家が、丹精込めて育てた

肉豚を出荷し、枝肉の状態で外観や

肉質などについて優位を競います。

　そこで出品された豚肉が、９日以

降に市内精肉店の店頭に並ぶ予定で

す。店頭でトロフィー、楯をご覧に

なったかたは、ご賞味ください。

一住宅資金などー

　の融資
　皆さんの生活の安定に役

立つよう、次の資令を打峰

ししています．

　常時、受け付けています

のてしお気軽にご^1｣用くだ

さい、　自治課市民相談係

　　　　豊23－6494

制度名

住宅資金

災害防止

工事資金

生活資金

　一一一
生活特定
資　　金

地　　600万円

既設不良塀の改良のとき

災害､病場､結婚､出産､死亡､入学、

住宅修唱または生活必需品の使途　・

で一時的に賢金調達が困難なかた

200万円

50万円

50早年5.0％

30万円，



みんなでつくる
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道
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場
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の
皆
さ
ん
が
ご
み
の
減
址
化
・
再
資
ｙ

源
化
に
努
め
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
　
　

で
す
が
、
こ
ん
な
不
心
得
な
行
為
を
Ｉ

見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
せ
っ
か
く
の
街
路
樹
も
、
ご
み
に
‘

埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
ふ

　
捨
て
る
人
は
軽
い
気
持
ち
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶

や
吸
い
殼
は
、
自
然
に
消
滅
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
び
人
の
手
’

に
よ
っ
て
、
片
付
け
ら
れ
る
ま
で
、

そ
こ
に
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。

　
だ
れ
も
が
、
ご
み
の
巾
で
生
活
し

Ｉ

た
い
と
は
思
わ
な
い
は
ず
で
す
・
自
。

分
の
周
り
や
自
分
の
家
を
き
れ
い
に

Ｉ

す
る
よ
う
に
、
自
分
の
住
む
街
に
も
‘

心
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

一

　
一
人
ひ
と
り
の
思
い
と
行
動
が
、
ｙ

街
を
美
し
く
し
、
快
適
な
街
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
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'・’あなたが主役」のあの番組。

もう一度、こ

TV
○○

轟き初め（1 JJ9 1:|撮彫．大門小学校）

・編集と発行

TV

○ PublicChannel

○○
TV

○○

　市立図､^＼館では、ケーブルテレビ「ミクス」の21チャン

ネルで放送している、巾制作の広張棒紺「パブリックチャ

ンネル」のビデオテープ（VIIS）を貸し出しています。

　貸し出しテープは、昨年放送分を環境1呆令・観光・ス

ポーツなどの７分野に分け、20分ずつにまとめたダイジ

ェスト版、今年放送した1 週間分のニュースをまとめた

番組（30分・毎迦上曜川放送）やlii民参加のスポーツ・

文化番組「いき！いき！おかざきピープル」（60分・毎週

日副n放送）などで、今後も順次追加していきます。

貸し出し手続きは、図書館２階のカウンターで住所・

氏名を記入するだけです。(貸し出し期間は２週間以内)

　市政だよりの゛映像版″として皆さんに親しまれてい

る「パブリックチャンネル」。ご家庭でもう一度、あの時、

あの場而をご覧ください。

岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地　0(0564)23－6033

＠

層鳳

PublicChannel
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